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ガバナーメッセージ

国際ロータリー第 2560 地区 
2019-20 年度ガバナー 大谷光夫（高田 RC） 

　秋冷の候、紅葉が美しい季節になりました。緑から赤や黄色へと変化する大自然の

衣替えのなんと見事なことでしょうか。やがて寒い冬を迎えるわけですが、しばらく

はこの爽やかな良い季節を楽しみたいものです。

　さて 10 月 8 日（火）に地区大会記念親睦ゴルフ大会が松ヶ峰カントリー倶楽部で

開催されました。当日は雨天の予報だったのですが、ロータリアンの精進の良さのせ

いか少し雨が降った程度で、皆さんとても楽しそうに和気藹々とプレーしていまし

た。私は、69 組 280名の方々と 69 回記念撮影しましたが、スコアの方は言わずもが

なというところです。 

10 月 26 日（土）27 日（日）両日はいよいよ地区大会です。これを書いている時

点ではまだ準備に大わらわの段階ですが既に出席参加者は 1000 人近くになってい

ます。年度最大の行事ともいえる地区大会ですが関係者一同心をひとつにして成功に

向かって頑張っています。

 皆様がこの一文をお目にされた時は既に終わっているわけですが『なかなかいい地

区大会だったね』と言って頂けるようにと心から願っているところです。

11 月は『ロータリー財団月間』です。ロータリー財団は国際ロータリーの活動の一

つの柱ともいうべきものです。さまざまなプログラムを通じて、貧困の救済、健康状態

の改善、教育への支援等々国際社会への貢献を果たしています。ロータリアンの皆様

のより一層のご理解とご協力をお願い致します。
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ロータリー財団月間に際して

2019-20 年度 
ロータリー財団委員長

新保 清久（新潟万代 RC）

　1917 年（大正 6 年）6 月 18 日、米国ジョージア州アトランタで開かれた第 8回
ロータリー年次大会で当時の会長アーチ・クランフが「世界でよいことをするためへ

の基金を作るのが極めて適切だと思われる」と演説して、その後、この基金に初の寄

付 26ドル 50 セントが寄せられました。

それから 100 年の間に財団は、ポリオプラスで代表されるように世界中で地域社会

に暮らす人々に貢献してきましたが、2010 年に国際ロータリー理事会とロ ータリー財

団管理委員会は、6 つの重点項目（◎平和と紛争予防/紛争解決◎疾病予防と治療◎水

と衛生◎母子の健康◎基本的教育と識字率向上◎経済と地域社会の発展）を設定して

この分野の支援を強化しています。

国際ロータリーは、10 月 24 日の世界ポリオデーにそれぞれの地区でスポーツイベ

ントやチャリティコンサート、街頭募金等々のイベントを行うように奨励しています

が、当地区では来年度以降に取り組みたいと思いますが、大谷年度の新たな取り組み

として「ロータリー財団感謝の集い」午餐会を新潟市内で 12月 1 日（日）に累計で 7
千ドル以上の寄付者を対象に開催します。

　当日は、感謝状の贈呈やロータリー並びに財団の現状報告、学友の留学報告、オペ

ラ歌手による鑑賞会を予定しています。

2017‐18 年度世界の現況報告（2018 年 7 月 1 日現在） 
ロータリアンが財団に寄付・募金した金額 414,700,000 ドル

グローバル補助金  1,306 口 総額 86,700,000 ドル

2018－19 年度日本国内の現況報告（2019 年 7 月 1 日現在）

寄付総額  17,935,580 ドル

内訳 年次基金 12,726,671 ドル 

2,035,295 ドル 

2,898,741 ドル 

恒久基金

ポリオプラス基金

その他基金 274,873 ドル 

　大谷年度の数値目標は、150 ドル/人 ポリオプラス 30 ドル/人です。 

世界中のロータリアンがロータリー財団に寄付する 4 億ドル余りが当地区はもとよ

り世界中の地域社会の人々に確実に役立っていることをご理解していただくとともに

今後も継続したご寄付をお願いします。 
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日韓親善会議に出席して

2019-20 年度 
地区諮問委員
山� 堅輔（中条 RC） 

 此の度、9 月 28 日(土)に仙台市に於いて開催されました 

第 15 回日韓親善会議に、日本側の日韓親善会議推進員という 立ち位置で出席してきました。開

催日並びに開催地は日本側と 韓国側が交互に開催することに成っており、従来は主に東京とソウ

ルで開催されてきました。

此の度の日本での開催に際し、開催実行委員長は宮城県釜石 RC所属の 桑原 茂 元 RI 理事と

言うことで、東日本大震災後の復興の 姿を、多額の義援金を頂いた韓国のロータリアンや日本国

内各地の ロータリアンにも直接目にして頂く機会を、と言うことで仙台市での開催と成った訳で

あります。

　その頃の日韓関係は現在の様な難しい環境に立ち至るとは想像も出来ず、更には準備を進める途

中から両国間の仲は政治上の事ではありますが日毎に険悪なものとなり、開催そのものが危惧され

る位に成って行きました。そんな中、当 2560 地区としても、韓国のロータリークラブと姉妹友好

クラブとなって居るクラブも少なからず有り、各クラブから国際奉仕委員長さんを始め一名以上出

席して頂くよう要請しましたが、結果は 56 クラブ中一名のみで、当地区からは私と同様、親善会

議推進員である佐々木 PG 並びにご令室、そして巻 RC の平岡一郎氏、私の 4 人と言うちょっと

淋しい結果でした。しかし当日の参加者は厳しい環境下にも拘らず、日本側460 名、韓国側 230 

名とご来賓も含めて総勢 700 名を超える規模となり、当初の想定を大きく越えてしまい、急遽会

場の変更や懇親会会場を第二・第三会場と細分化せざるを得なくなり、実行委員会は痛し痒しの、

嬉しい悲鳴を上げて居た様です。

　私自身もこの様な状況の時こそロータリーとしての絆を強くして、今年度のテーマである『ロー

タリーは世界をつなぐ』を念頭に友好を深めなければという思いを強く持って臨みました。

会議は終始和やかな雰囲気で、懇親会も大いに盛り上がり、特にマグロの解体実演の後、大トロ

中トロの刺身を存分に頂き、大いに心を和ませ帰路に就くことが出来ました。
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　総会は、2019 年８月 25 日（日）14:00～17：00 に AP 大阪梅田茶屋町８階にて理事 13名

社員 8 名他 11 名の出席で行われました。鈴木理事長から開会のあいさついただき、事業報

告、会計報告など第 1 号議案から第 7 号議案までとどこうりなく行われました。 

　報告の中でドイツにおいて、台湾人交換学生の死亡事故につきまして報告がありました。ま

だ捜査中ということで詳しい報告はなかったですがオリエンテーションキャンプでの水難事故

とのことでした。

　青少年交換研究会金沢会議の収支報告がありました。そして、青少年交換研究会の 2020-21

年度の開催地区に関しまして 2560 地区が指名されました。当地区からの総会への参加が私の

みで RIJYEM 社員の山本パストガバナーには開催にあたって経緯や詳細について理事に聞いて

いてもらいたい旨依頼をいただいておりましたのでその旨を伝えました。 

　また、お引き受けに関しては地区に持ち帰り大谷ガバナーや地区役員の皆様の了解をいただ

いてから地区よりお返事いたしますと答えました。 

　経緯につきましては「開催していない地区が 11 地区しかなく熊本大分 2720 地区は 2022年

の開催を表明しております。また、2021 年を予定していた名古屋 2760 地区は 2 回目の開催

ということもあり辞退いたしました。」このような経緯から 2560 地区へ開催の依頼をいただ

いた次第です。 

　後日ではありますが、2560 地区の大谷ガバナーや佐藤ガバナーエレクトまた諮問会議のメン

バーの皆様の了承を得て 2021 年 5 月の青少年交換研究会は 2560 地区にて開催されることと

なりました。 

　また、開催予算につきましては前回開催の金沢会議の資料の発表もありました。金沢会議で

は登録料と RIJYEM からの支出金で全て運営され地区からの補助金などはなくとも開催された

との報告がありました。

以上で RIJYEM 総会出席の報告とさせていただきます。 

2019-20 年度　一般社団法人　国際ロータリー
日本青少年交換多地区合同機構通常社員総会 

2019-20 年度 
RIJYEM 研修部門委員 
本間 啓介（村上 RC） 
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19-20 年 大谷ガバナー年度

ホノルル世界大会参加のお願い

2019-20　年度 

国際奉仕委員長 永江 善昭 

国際大会参加推進委員長 森田 英 

拝啓

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

 2019－20 年度のホノルルでの国際大会には、人気の観光地ハワイでの開催のために、国内外各
地より、多くのロータリアンの参加が見込まれます。そのため、大谷ガバナーより混雑してホテルの
高騰するオアフ島を避け風光明媚なハワイ島に直行し、ホノルル国際大会には日帰りで参加する、と
の意向を受けて国際大会推進委員会を立ち上げました。 

当委員会では早くより国際大会参加の旅行プランを練り、アンケートを実施したりして、当地区独
自のプランを作り上げました。そのために旅行会社の社長をＲＣに入会させて、委員会のメンバーと
いたしました。。 

 当委員会では、5 日間プラン 50 名、7 日間プラン３0 名、併せて８0 名の参加を予定していま
す。航空券はエコノミークラスは現時点で確保出来ています。ビジネスクラスが席数が少ないため
に、リクエストしかお受けすることが出来ませんので御了承ください。

当委員会主催プランのハワイ島到着日（６月５日、ハワイ島）と、国際大会初日の開会式（６月７
日、ホノルル）に、食事会を開催いたします。 
 特に、６月７日の「２５６０地区ホノルル午餐会」は、熟成肉ステーキレストラン「ウルフギャン
グ」を貸し切って行いますので、当委員会主催旅行以外で国際大会に参加される方も、是非に御参加
ください。ウルフギャングは国内でも赤坂、六本木、青山などに展開する超人気レストランです。ワ

イキキの中心部のロイヤルハワイアンセンター内です。
通常でも予約困難で、まして国際大会期間中は大変な人気になると
予想されますが、当委員会では、いち早く抑えました。時間が午後
２時半からと変則ですが、国際大会の会場でまともな昼食を取ること
はまず不可能ですので、午後に会場からワイキキへ移動していただ
き、午餐会に来ていただければ幸いです。

これから国際大会参加を計画をされる方は、開会式当日に参加で
きるように御計画をお願いいたします。更に、開会式を午前の部に
出席するため、早期の登録を My Rotary からお願いいたします。
風聞によれば、開会式の午前の部は、登録順に割り振られる、と言
われています。ロータリー国際大会で一番面白いのは、何といって
も開会式です。そしてその後に、「２５６０地区午餐会」に御参加を
お願い申し上げます。 
 地区ＨＰの国際大会案内から、旅行案内、旅行申し込み書、午餐
会申し込み書をダウンロード出来ます。また、2020 ホノルル大会
公式アロハシャツ（ロータリーロゴ入り）の通販サイトにもリンク
しています。当委員会では経費節減のため、印刷物の配布は行って
いません。２５６０地区ホームペ ージからダウンロードを、お願い
いたします。

　皆様の一人でも多い御参加をお待ち申し上げます。 
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【 今年度の第２分区 IM について 】 

2019-20 年度 

第 2 分区ガバナー補佐 

千田 芳資（新潟万代 RC） 

第２分区の IM 開催は例年９月となっておりましたが、会場等の都合により今年度は１０月５
日（土）に開催の運びとなりました。１０月は会合、催事等で会員の皆さんにおかれましては大
変お忙しい中でのご参加となりなりましたが、天候にも恵まれ無事終了することが出来ました。
今年度のテーマは「わがクラブの奉仕活動発表」と題しまして、シンポジウムにおいて各クラブ
の代表者の方から、自クラブの特色ある奉仕活動について発表いただきました。以下に各９クラ
ブの素晴らしいテーマを記させていただきます。

新潟 RC  〈超音波診断装置導入によるヤンゴン市民の医療向上〉
新潟東 RC 〈会員増強と新風会の発足〉
新潟南 RC　〈第４回小児がんフォローアップシンポジウムへの協力支援者研究成果発表〉
佐渡 RC　　〈佐渡サッカー支援〉
新潟西 RC 〈そらいろ子ども食堂〉 
佐渡南 RC 〈カンゾウ植栽事業について〉 
新潟北 RC 〈新潟北 RC これまでの活動〉 
新潟中央 RC〈障害者雇用について〉 
新潟万代 RC〈2018-2019 度新潟万代 RC 奉仕活動〉 

発表後、各クラブからは同じ分区内でも知らなかった素晴らしい奉仕活動について賛同と支
援の声を聞くことができました。このような奉仕活動をやっている事をクラブ、分区単位だけ
ではなく広く一般の皆さんに知ってもらう事が、ロータリークラブをアピールする事やまた、
公共イメージ向上にも繋がるのではないかと感じた次第です。

休憩をはさみ基調講演では、古町芸妓あおいさんより「古町芸妓 おもてなしの流儀」と題
しましてご講演いただきました。いろいろな団体等からの講演依頼がありお断りされているな
か、当 IM にお越しいただいたことに感謝申し上げます。普段なかなかお聞きできない、また知
らない古町芸妓の歴史と伝統、そして粋な裏話など（おもてなし）の心と一緒にお聞きするこ
とができました。（おもてなし）・・・何かロータリーに繋がるところがあるかもしれません。
参加者一同大きな々拍手でお礼とさせていただきました。

懇親会では、大谷ガバナーが言われるクラブを超えた親睦と友情を深め、ロータリーの素晴
らしさを満喫できたと思います。また、古町芸妓あおいさんにも出席いただき素晴らしい懇親
会となりました。

晴天にも恵まれ無事今年度の IM を終了することができましたのも、各クラブの会員各位、
開催にあたっての関係者の皆さま、そして新潟万代 RC の会員の方々のご理解とご協力があ 

ったことに心よりお礼申し上げご報告とさせていただきます。 
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2019-20 年度 

第 3 分区ガバナー補佐 

目黒 正文（新津中央RC） 

第 3 分区ＩＭ報告 

「小さくともキラリと輝く分区をめざして」 

　9月28日「ロータリーを楽しみましょう」をテーマに掲げ、第 3 分区ＩＭを開催いたしまし
た。 
　全体会ではガバナー補佐からＩＭの目的と第3分区の課題についての主催者挨拶、ホストの
新津中央ＲＣ保坂勝志会長から歓迎挨拶がおこなわれました。研修会は、基調講演「楽しい
ロータリーでつながろう」と題して大谷光夫ガバナーから国際ロータ
リー会長テーマの推移と意図するものについて解りやすくご指導をいただきました。記念講演
は「ＰＰＫで楽しく最後を迎えるために～健口から健康へ～」と題して鈴木公子地区米山奨学
生選考委員会委員長にお願いしました。ＰＰＫ（ぴんぴんころり）健康長寿は食生活、食事療
法が基本ということを歯科医の現場からの具体的事例をもとに楽しくお話いただきました。
　第3分区は新津・白根・村松・五泉・阿賀野川ライン・新津中央6クラブ112名の地区最小分
区です。分区一体感醸成のためにクラブ相互理解を深めることを目的に今回のＩＭでは、音響
映像何でも可、クラブ代表による制限時間5分の「クラブ自慢大会」を催しました。プロジェ
クターで丁寧に活動紹介するクラブ、特別支援学校生徒作製の木製名札、クッション普及のた
めに作品を参加者に配布するクラブ、新たに東京都内のロータリークラブと交流を始めたこと
を紹介する際に会長自らハーモニカ演奏を行うクラブ、会員9名ながら毎年台湾の友好クラブ
と交流を続け、台湾での奉仕活動に協力し感謝状を頂いたクラブ、会員 10 名で県立高校イン
ターアクトを支援、全国大会に送り出した実績報告とクラブ紹介をステキな歌声を交えて行っ
たクラブ、親父ギャグを連発しながらクラブ紹介を試みたが時間オーバーで見事に撃沈された
二人組のクラブなどなど個性豊かなパフォーマンスに会場は大いに沸きました。
　懇親会は第3分区ロータリアンが心ひとつに大いに語り合い、親睦を深める絶好の機会とな
りました。 
　柔軟性、多様性を自ら生かすミニクラブならではの活動実態は、あらためてロータリーの基
本はクラブにありと確信した次第です。
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2019-20 年度 

第 7 分区ガバナー補佐 

椿井 琢光（糸魚川中央 RC） 

　大谷年度の地区組織・活動の多くを第７分区全体で、担っていることは皆さま御存じのとおりで

す。その第７分区ＩＭが９月２８日（土）糸魚川市に於いて開催されましたので簡単に報告いた

します。 今年度・第７分区では４クラブ・2020 年７月１日佐藤年度の早々に２クラブの周年行事が

ある事地区活動助成金など例年に比較して、８クラブ共通で、多額の予算編成が必要となりました。

そこでＩＭの意味を調べると、会員の親睦と知識を II 広め、ロータリー情報を伝える会議であり、

決議や決定はなく、ＩＭはメークアップになるとありました。これが今年のＩＭ原点であります。そ

の内容はお手許に上越タイムス・第２５６０地区・第７分区ＩＭ特集号として掲載されました。 

初めて８クラブの会長さんが３月ＰＥＴＳから９月末日ＩＭまでの現況報告を参加者全員の前でそ

れぞれの活動を４分程で、簡潔に発表されて、各クラブの特色が良く理解できました。続いて私の

司会にて、主に発表された内容や問題点を質問や提案形式でパネルデ ィスカッションを実施、司

会も初めての事で途中舞い上がった時もありましたが、執筆者もロータリアンでしたので非常にわ

かりやすく編集して、掲載されています、地区大会参加者には全員に配布されていますし各クラブに

も届くと思いますので、ぜひお読みくださいませ。

第7分区 第26回ＩＭの報告
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2019-20 年度地区大会記念親睦ゴルフ大会報告 

2019－20 年度 

地区大会記念親睦ゴルフ大会実行委員長

須田 英樹（新井 RC） 

令和元年 10 月 8 日（火）、新潟県上越市 松ヶ峯カントリー倶楽部においてロータリア

ン及びご家族総勢 281 名の登録を頂戴し、地区大会記念親睦ゴルフ大会を盛大に開催す

ることが出来ました。当日は残念ながら爽快な秋晴れのもと、とはならず小雨に打たれ

ながらのプレーとなってしまいましたが、皆様の厚い友情で、楽しくも闘志溢れる親睦

ゴルフになりました事を実行委員会より厚く御礼申し上げます。 

また、皆様から頂戴いたしました参加登録費の一部をチャリティーとさせて頂き、社会

福祉法人 妙高市社会福祉協議会様へ子供用車椅子 3 台を寄贈させて頂きました事を御

礼と共にご報告申し上げます。 

当日早朝より大会スタッフとして、お手伝い頂きました高田クラブ、越後春日山クラ

ブ、新井クラブの皆様に対しまして心より御礼申し上げ、大会報告とさせていただきま

す。大変ありがとうございました。 

＜親睦ゴルフ大会実行委員会＞ 

須田 英樹 池田 喜一郎 長谷川 覚 乗木 邦友（新井 RC） 

宮田 真  高橋 雄司  小池 貴宏 （越後春日山 RC） 

＜親睦ゴルフ大会担当地区副幹事＞ 

中田 正 （高田 RC） 
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「第 6 回中学生を対象とした
異文化相互理解セミナー」を終えて

2019-20 年度 
会長 青柳修次（燕 RC） 

燕 RC では中学生の子供たちと、新潟県在住の留学生の方々と

異文化相互理解セミナーを行う事で、これからの時代を担う子供

たちにインスピレーションを感じてもらう場となるようにと、6 

年前よりこのセミナーを開催してきました。留学生の方々も子

供たちと触れ合い話したい気持ちもあり、両者にとり有意義なセ

ミナーであります。

燕 RC が今まで手探りで行ってきたセミナーは 6回を経て一旦

終了として、他の RC 皆様の地で開催していただくことを願い、

そのノウハウをお伝えしたい思いです。米山奨学生の皆さんがこ

のような社会奉仕事業を通し貢献出来る事は彼らにと っての思

いとも感じています。 

【2014～2019 通算 6 回延べ参加人員数】 

中学生 1224 名、留学生 127 名、ファシリテーター学生 119 名 
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創立 60 周年記念式典を終えて 

新井ロータリークラブ

創立 60 周年記念実行委員長　古川 聡

私たち新井ロータリークラブは、高田ロータリークラブをホストクラブとして、1959 

年（昭和 34 年）9 月 19 日に 27 名のチャーターメンバーによって発足いたしまし

た。以来、60 年という長きにわたって雪国新井の地でロータリーの灯をともし続けて参

りました。 

昨年度初めに創立 60 周年記念実行委員長の職を拝命し、あまりの大役に身が引き締

まる思いでした。思い起こせば 10 年前、まだ入会間もなかった私は、どこか他人事のよ

うに50周年記念式典のお手伝いをさせていただいておりました。まさか 10 年後にこの

ような大役を仰せつかるとは思わず、慌てて周年事業の勉強を始めたのでした。 

とは言え、私一人の力でどうにかなる仕事ではありません。会員の皆さんの力をお借

りすべく昨年 10 月に実行委員会を立ち上げ、式典・祝賀パーティ・記念事業・記念誌・

総務会計の 5 委員会を組織しました。月 1～2 回の会議を行い、少しずつ計画が具体化

していきました。 

最も大変だったのは、記念事業でした。モニュメントのような形に残る記念事業より

も、「市民の心に残り、ロータリークラブの名を知らしめるような記念事業を行いたい」

との思いで知恵を絞り合った結果、プロスキーヤーの三浦雄一郎氏の特別講演会を開催

する事にしました。しかし、こうしたイベントを企画運営した経験のある会員はおら

ず、何から何まで手探りでした。講師と詳細な打合せをする事も出来ず、最終的な企画

が出来たのは講演会当日の一週間前でした。集客にも苦労しました。1,000 人が収容でき

る会場なので、いかに大勢の聴衆を集めるかが最大の課題です。市内の各所にチケット

を置かせて頂き、市の広報等で情宣活動をするとともに、会員それぞれが集客に奔走し

ました。第７分区の各クラブにも協力をお願いしました。その結果、ありがたいことに

当日は 800 名を超える聴衆に来場して頂き、盛況に終える事が出来ました。80歳を超え

て尚世界最高峰のエベレストに挑戦する三浦雄一郎氏の迫力ある講演と感動的な VTR に

大勢の方からお褒めの言葉を頂き、苦労が報われた思いがしました。 

10 月 5 日（土）に行われた記念式典では、式典と祝賀パーティの合間に新井中学校吹

奏楽部による記念演奏を行いました。規律正しくすがすがしい中学生の演奏に対して、

参加者から惜しみない拍手が贈られました。中には目を潤ませながら演奏に耳を傾けて

いた方もいらっしゃいました。その後の祝賀パーテ ィが大いに盛り上がった事は言うま

でもありません。 
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60 周年記念式典を終えた今、大きな仕事を終えた達成感とともにロータリー

クラブの会員でいるありがたみをしみじみと感じています。式典までの間、ま

た式典後にも他のクラブの皆様から様々な温かい励ましやお褒めの言葉を頂き

ました。ここまでやって来れましたのは、言うまでもなく新井クラブの全会員

による支えがあったからこそですが、同時に他のクラブの皆様からの温かい友

情に支えられていた事も忘れる事は出来ません。改めまして、新井ロータリー

クラブの会員と第 2560 地区の全てのロータリアンに心から感謝申し上げま

す。 
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ガバナー公式訪問日程 (１１，１２月） ※クラブ名のあとの数字は分区
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新会員(敬称略） 
RC 氏名 入会日 会社名 職業分類

村上岩船 中山　敏則 2019.9.2 むらかみ Fit フィットネスクラブ
加茂 橋本　昌美 2019.9.5 加茂市議会議員 市議会議員
柏崎 菅原　広好 2019.9.18 （株）日立プラントコンストラクション　柏崎作業所 発電プラント検査工事

糸魚川 赤星　賢二 2019.9.19 （有）赤星管工 管工業
見附 植田　俊宏 2019.10.1 （株）植田興業 建設工事
五泉 番場　紀仁 2019.10.10 岡三にいがた証券（株） 証券業
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第 2560 地区 2019-20 年度 9 月末 会員数および My Rotary アカウント登録率 

2019年
7月1日

9月末
会員数

うち女性 増減
2019年
7月1日

9月末
会員数

うち女性 増減

第1分区(9クラブ) - 381 386 36 5 第5分区(７クラブ) - 305 318 24 13

新発田 3 18.8% 91 95 0 4 長岡 3 96.0% 46 50 3 4

村上 4 18.9% 36 37 9 1 柏崎 4 2.2% 41 46 0 5

水原 3 20.0% 30 30 1 0 長岡東 4 25.4% 58 59 4 1

中条 4 100.0% 39 40 4 1 柏崎東 3 18.4% 48 49 4 1

新発田城南 4 12.8% 47 46 3 -1 栃尾 4 13.6% 22 22 0 0

豊栄 4 8.7% 23 23 3 0 長岡西 4 17.9% 54 56 5 2

新発田中央 4 4.0% 50 50 5 0 柏崎中央 3 28.6% 36 36 8 0

中条胎内 4 54.1% 37 37 6 0 第6分区(6クラブ） - 141 142 9 1

村上岩船 3 21.4% 28 28 5 0 十日町 3 19.4% 28 30 2 2

第2分区(9クラブ) - 424 444 22 20 小千谷 3 9.4% 32 32 2 0

新潟 4 16.7% 84 96 2 12 雪国魚沼 4 3.8% 26 26 2 0

新潟東 4 16.1% 54 56 6 2 十日町北 3 4.3% 23 23 2 0

新潟南 4 31.7% 103 104 3 1 津南 3 18.5% 26 25 1 -1

佐渡 4 100.0% 6 6 0 0 越後魚沼 3 16.7% 6 6 0 0

新潟西 4 51.3% 37 39 1 2 第7分区(8クラブ) - 322 323 19 1

佐渡南 4 9.8% 41 41 5 0 高田 3 40.0% 59 59 0 0

新潟北 3 26.8% 38 41 0 3 直江津 3 34.4% 64 64 5 0

新潟中央 4 36.4% 22 22 0 0 新井 5 0.0% 33 33 1 0

新潟万代 3 56.4% 39 39 5 0 糸魚川 4 100.0% 42 42 3 0

第3分区(6クラブ) - 109 110 5 1 高田東 3 66.7% 36 36 2 0

新津 4 10.5% 19 19 0 0 糸魚川中央 4 48.6% 35 35 0 0

村松 4 80.0% 10 10 0 0 頸北 2 28.6% 13 14 2 1

五泉 4 0.0% 12 11 1 -1 越後春日山 4 100.0% 40 40 6 0

白根 3 23.5% 31 34 1 3

新津中央 4 25.0% 28 27 2 -1

阿賀野川ライン 3 0.0% 9 9 1 0

第4分区(11クラブ) - 370 377 29 7 クラブ

三条 4 10.3% 56 58 0 2 人

燕 4 5.6% 33 36 3 3 人

加茂 4 10.3% 28 29 5 1 人

三条南 3 12.8% 48 47 3 -1 人

分水 4 80.6% 28 31 4 3 ％

見附 4 10.0% 20 20 1 0

吉田 4 3.2% 31 31 4 0

三条北 4 0.0% 60 59 2 -1

巻 4 0.0% 25 25 1 0

田上あじさい 4 14.3% 7 7 1 0

三条東 3 2.9% 34 34 5 0

My Rotaryアカウント登録率 28.2

9月末  会員数 2,100

女性会員数 144

純増減会員数 48

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数　

クラブ数 56

7月1日　会員数 2,052

例
会
数

R　C
例
会
数

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数　

R　C
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【地区予定表 １１－１２月】 



2019年11月号

発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

RIの新しい戦略計画と会員基盤向上について考える

2019年7月1日より、国際ロータリーの新しい戦略計画がスタートしました。

2007年から始まった戦略計画（当時は長期計画）ですが、その後、定期的に改定されながら、今回の抜本
的な変更となりました。

2016-17年度の一年間を掛けて、現会員、元会員、ローターアクター、学友、青少年交換学生、ロータリー
職員、その他一般の人びとを含めて、世界全体で100万人を超える人たちにアンケート調査などを行なった結
果、将来のロータリーのあるべき姿や方向性がビジョン声明と言う形で発表されました。しかし4月の規定審議
会でローターアクトクラブがRIへの加盟が認められたことに伴い、和訳の「私たちロータリアンは」の「ロータリア
ン」を削除して、英語のWEとそろえて、

私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を
取り合って行動する世界を目指しています。

と変更されました。

このビジョンに基づいて決定されたのが、今回の戦略計画であり、7月から実施される優先事項と目的であり
ます。この優先事項や目標は、ビジョンを実現するための行動計画アクションプランと言う位置付けになって
おります。今回、この中から、会員基盤に関する項目をピックアップしてみると、以下のようになっています。

参加者の基盤を広げる

• 会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化する （会員数の増加と多様化推進）

• ロータリーへの新しい経路を創り出す （新しいタイプのクラブ創設）

• ロータリーの開放性とアピール力を高める （多様性のある人材獲得）

• 活動成果とブランドに対する認知を築く （イメージ向上による増強）

今年の国際協議会でも、ヒューコ事務総長は、クラブの柔軟性の更なる推進を強く訴えています。例会のあ
り方、新たな会員の種類の創設、若者を対象にした新しいタイプのクラブの創設などです。まさに、『世界を変
える行動人』として、実践活動主体のクラブ運営を強く推進しようという方向性であります。

このようなRIの方針に従って各クラブが独自の具体的な行動計画を立てることは確かに、一つの考え方です
が、各クラブの独自性、個性も考慮し、行動計画を立てる事か肝要と考えます。

現在、革新性と柔軟性は、ロータリーの未来を定義するものであり、「より大きなインパクトをもたらす」 「参加
者の基盤を広げる」 「参加者の積極的なかかわりを促す」 「適応力を高める」という、ロータリーの新しい戦略
計画(https://my.rotary.org/ja/strategic-plan)の基本的な柱となっています。

しかし、ポール・ハリスが言った「世界は常に変化して行く……ロータリーの物語は幾度も書き換えられなけ
ればならない」と言う意味は、「ロータリーの奉仕の哲学を以て、日々変化する社会の要請に対応し、応えなけ
ればならない」と言う意味であります。

そのためには、まず何といっても、クラブのビジョンづくりが大切であります。

一言でいえば、クラブの旗印が必要と言う事です。一体このクラブは何を目指しているのか、なぜこのクラブ
が必要なのか、なぜこのクラブに入らなければならないか、全員がストンと腹に落ちる答え、未来像です。言い
換えれば、クラブの魅力づくりであり未来の成長戦略にとっての重要な土台となります。ロータリーを学びロー
タリーの未来を創造していただきたいと思います。

第2地域ロータリーコーディネーター補佐 剱田廣喜

Region 1 & 2 & 3

－ ２ １  －



.   ⽶⼭梅吉記念館  周年記念式典で学友が活躍
公益財団法人米山梅

吉記念館の創立 50 周

年式典が、9 月 14 日、

東レ総合研修センター

（静岡県三島市）で開

催されました。全国か

ら約 750 人が登録する

盛会で、三島駅および

記念館と式典会場を結

ぶシャトルバスが到着

するたび、多くのゲス

トが来場。第 2620 地区米山学友会のメンバー

も受付や会場内の案内に協力しました。

式典の第 1部では、「米山梅吉記念館 特別

功労賞」の受賞団体として当会も表彰されま

した。また、第 2 部では、台湾の故宮博物院

初の女性院長をつとめ、現在は国家芸術基金

会理事長など台湾美術界の要職にある米山学

友の林曼麗さん（1981-83・96／東京保谷Ｒ

Ｃ）が「己欲立而立人 己欲達而達人―米山梅

吉の価値観について」と題する記念講演を行

いました。講演の中で林さんは、常に他者を

自分のように考える仁者についての論語の一

節を引用し、「利他の精神」を実践する梅吉翁

の生き様と中核的価値観、前例のないことに

挑戦するイノベーターとしての功績を紹介。

最後に長年、美術館・博物館の運営に携わっ

てきた経験から、米山梅吉記念館へ向け「閉

ざされた箱から、解放された場に」など 3つ

の提言を送って締めくくり、会場から万雷の

拍手を受けました。 

そのほか、映像で綴

る米山梅吉の足跡「米

山梅吉の跫音」が上映

され、会場を沸かせた

ほか、女優・大塚良重

氏によるひとり語り

「魁の人 米山梅

吉 あなたへ」

が、圧巻の演技と

語りで会場を引き込み、感動のうちに閉会を

迎えました。 

米山梅吉記念館 50 周年に合わせ、当奨学会で
は、記念館 2階展示エリアの事業紹介パネルに
代えて、8月下旬にディスプレイを設置しまし
た。8分間の動画で、事業の概要をわかりやすく
紹介しています。米山梅吉記念館にお出かけの
際は、ぜひこのデ
ィスプレイにも足
を止めて、米山記
念奨学事業の紹介
ビデオをご覧くだ
さい。

. 寄付⾦速報 ― ⽶⼭⽉間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 1.5％

増（普通寄付金:0.4％減、特別寄付金:4.0％

増）となり、約 570 万円の増加でした。2019

年度に入り、前年度比が初めてプラスに転じま

した。直近 10 年間の 9月分のみの単月比較で

は、それぞれ 9 月に 1千万円のご寄付をいただ

いた 2014,2017 年度の次に高い寄付額となり順

調に推移しています。 

10 月は米山月間です。日本のロータリーが

つくり育てた独自の米山記念奨学事業を、引き

続きご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

Vol.235
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 

.   伝統⾐装で⽇中交流 ― 第 回 漢服・きもの ショー ―
今年 7 月 7日、日本と中国の伝統衣装を披露

するファッションショーが都内ホテルで開か

れ、400 人以上の来場者が、漢民族の伝統衣装

「漢服」や日本の艶やかな「きもの」の魅力を

堪能しました。 

このイベントを企画したのは米山学友の田中

貴恵さん（旧名：林 芳／2008-10／東京麻布Ｒ

Ｃ）。日中の若い世代でなじみが薄くなってき

た伝統衣装を身近な存在とし、互いに着て楽

しめる交流事業を長年心に温めてきました。

これまでお世話になったロータリアンや同地

区学友のほか、田中さんが現在所属する東京

米山友愛ＲＣもクラブ創立 10 周年特別協力事

業として、全面的に協力をしました。 

田中さんは、「台湾や大阪など遠方からも大

勢のロータリアンが応援に駆けつけてくださ

り、生涯忘れることのできないイベントとなり

ました。何よりも、私の奨学生時代のカウンセ

ラー、片岡婦美江さんに見ていただけたことが

嬉しかったです。これからもご縁を大切し、日

中の架け橋という役割を一所懸命に果たしてい

きます」と、振り

返りました。

.   ミャンマー⽶⼭学友会が選考 ― 田中作次奨学⾦ ―
ミャンマー米山学友会では、元国際ロータ

リー会長の田中作次氏からの寄付金を主な基

金とし、「田中作次奨学金」を設立して、日本

語を学ぶミャンマーの貧しい学生へ奨学支援

をしています。

9 月 22 日、3 年目とな

る同奨学金の選考試験が

実施され、25 人の応募者

の中から学友会の厳正な

選考を経た 10 人が合格し

ました。今年を含め、こ

れまでの奨学生は累計 35

人です。合格者には奨学

金として 1年間の日本語の授業料 30 万チャッ

トの他、学友会が行う奉仕活動に参加した

り、日本から訪れるロータリアンと交流する

機会が与えられます。授賞式は 10 月 20 日午

前 10 時から。今年度よ

り、推薦者の米山学友が

「カウンセラー」を務め

ることになっているとの

ことです。ロータリアン

の皆さん、ミャンマーを

訪問する際には、ぜひ彼

らとの交流もお願いいた

します。

〜 海外⽶⼭学友会総会のご案内 〜 
 韓 国  2019 年 11 月 16 日（土）17:00〜 

会場︓ソウルパシフィックホテル 2 階 南山ホール 申込︓yoneyama@hanmail.net 
 台 湾  2019 年 11 月 30 日（土）年次⼤会 15:00〜、懇親会 17:30〜 
会場︓大直典華、申込︓yoneyama.rotary@gmail.com / rotary_yoneyama@yahoo.com.tw、または

Elisa.taiwan@gmail.com（幹事長代行：林倩如さん） 

マレーシア 2020 年 2 月 16 日（⽇）14:00〜17:00 
会場︓The YMCA of Kuala Lumpur（https://www.ymcakl.com/page/217/Find-Us/） 
申込︓yoneyama.malaysia@gmail.com

編集担当：野津(のづ)・峯(みね) 
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こちらをクリックすると、デジタ

ル化資料の中で、おすすめの書籍

資料リストをご覧いただけます。

Click！ 

2019年 10月 25日 

ガバナー 各位 

ロータリー文庫運営委員会 

委員長   大野 清一 

拝啓 菊花の候、貴ガバナーはじめスタッフの皆様には、益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上

げます。また、常々ロータリー文庫へのご協力を心から感謝いたしております。 

今回は、下記6点をご紹介いたしますので「ガバナー月信」にご掲載くださるようお願いいたします。 

敬具 

文 庫 通 信 [379]

ロータリー文庫通信379号 2019年10月 記念講演 

「ロータリーの基本」とは？これまで多くの先達が語ってきた。今回、このことを考えさせてくれるロ

ータリーの地区大会やＩＭでの記念講演をいくつか選ばせていただいた。特に、ビチャイ・ラタクル元Ｒ

Ｉ会長は日本のいくつもの地区で多くの感動的な講演を残されている。その中でも、国際ロータリーのあ

り方に大きな変化をもたらした２０１６年の規定審議会直後の青森での講演は、ロータリーの基本とロー

タリアンのあるべき姿を分かりやすく語りかけてくれた忘れえぬ講演である。 

書 名 著者 / 出版社 発行年 頁 

“Back to Basics”ロータリーの基本に返ろ

う 

ビチャイ・ラタクル  D.2830西第

1グループ I.M. 

2015 45P 
※ 

他人の金で奉仕をするという虚構 佐藤千壽PG遺稿  （D.2790土

屋亮平PG代読） D.2760地区大

会  

2008 9P 

※ 

ロータリアンの矜持 藤川享胤   D.2590地区大会 2017 8P 
※ 

Rotary－かえりみて、あすを考える 久野薫   D.2630地区大会 2017 16P 
※ 

奉仕の心 阿部志郎   D.2780地区大会 2001 7P 
※ 

日本人とロータリー 前原勝樹   D.261地区大会 1979 11P 
※ 

・上記 ※印はデジタル化されている資料です。

＊資料の検索は文庫ホームページから http://www.rotary-bunko.gr.jp 
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https://www.rotary-bunko.gr.jp/index.htm
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16326
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16327
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16328
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16329
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16330
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/viewpdf.php?i=16331
http://www.rotary-bunko.gr.jp/
http://www.rotary-bunko.gr.jp/index.htm
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